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1．反転授業と日本語教育
　反転授業とは、「授業と宿題の役割を「反転」させる授業形態のこと」を指し、「自宅で講義ビ
デオなどのデジタル教材を使って学び、授業に先立って知識の習得を済ませる。そして教室では
講義の代わりに、学んだ知識の確認やディスカッション、問題解決学習などの協同学習により、
学んだ知識を「使うことで学ぶ」活動を行う」（重田 2014：678）。反転授業には、クラス時間で
の活動を活発化させ学習項目をより定着させることが期待されており、すでに様々な科目で取り
入れられている。ここで重要なのは、基礎理論や授業活動に必要な予備知識習得のための動画で
あり、学習者はその動画を事前に視聴し授業に参加する。そして教師は、学習者が動画を「見て
きたこと」を前提に教室活動を行う。
　反転授業は、目標とする習得レベルにより２つの型に分けられる。「完全習得型（Mastery 
Learning）」と「応用発展型／高次能力学習型」である。完全習得型の反転授業は、学生全員が
一定の知識を一定レベル習得することを目的とし、最初に学力を評価、それに基づいて特別な処
遇を適切に与えることで全員を基準以上の成績に到達させる。それに対して応用発展型／高次能
力学習型は、授業の目標を高次な能力の習得にシフトし、対面学習は協調学習が中心で、プロジェ
クト学習を実践するなど、基礎知識を元によりアクティブな授業活動を行う。
　日本語教育でも反転授業に関する教師研修などが行われている。古谷・手塚（2015, 2016）の
実践の報告もあるが、ここでの反転授業は、留学生別科での中上級学習者への文法の授業で、主
に JLPT対策の教科書を学ぶ完全習得型の反転授業実践である。しかし、応用発展型／高次能力
学習型は、まだあまり見られない。本学の文書作成での反転授業は、大学院生向けの授業であり
基礎的な日本語はすでに身についていると考え、応用発展型／高次能力学習型の反転授業を行っ
ている。次に授業の概要を報告する。
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2．反転授業の実施について
2.1　対象授業と学習者について
　今回の反転授業は、大学院のアカデミックライティングで、修士１年の１学期 15回の授業で
ある。学習者はこれまでに上級レベルの日本語を身に着けている。そこで、前任者は「応用発展
型／高次能力学習型」で反転授業をデザインした。文書作成に必要な文法項目やライティングの
基礎知識などを動画配信で事前に学習し、授業では課題等をピアチェックするなど、クラスでし
かできないアクティブな活動を行う。また、課題作文は授業外に各自が書き提出する。作文の授
業では、添削された作文を学習者がきちんと確認せず、そのため誤りが訂正されないことも多い
だろう。そのため本授業では、提出された作文は教師が添削するが、その際日本語として間違っ
た箇所や改善すべき箇所に印のみを入れる。また、教室でのピア活動で相互チェックなども行う。
その作文を学習者は再度自分で推敲し、最終稿を提出するという２段階提出の方法である。
 反転授業として、文法項目のテンス・アスペクト、自動詞・他動詞、接続詞、連体修飾や、文
書作成のポイントなどを動画にして配信した。上級者対象ながら文法項目が入っているのは、文
書作成において上級者でもこれらの項目の使い分けをできない学習者が多く見られるからであ
る。また、文章作成のポイントはテキストを使用し、その導入部分を動画にした。本実践の反転
授業と課題提出のイメージを図１に示す。
2.2　動画作成と配信について
　文書作成の授業は、1・2学期を通して１年間行われる。1学期（2015年 9月～ 1月）は反転
授業を行い、2学期（2016年 4月～ 8月）では反転授業は行なわなかった。
　授業は１回 90分で、１学期の反転授業では、10分程度の動画を、1回の授業で 2-3本作成した。
文法やライティングの基礎知識はテキストを使用したので、動画はそのテキストを見ながら視聴
する。最初の授業で、動画と授業の関係について説明し、動画を見る際にはメモを取りながら視
聴するなどの指導を行った。
　動画の作成は、PowerPointで作成したスライドをタブレット PC用アプリの Explain 
Everythingを使い iPadで動画にし、YouTubeで限定公開した（図 2）。YouTubeの限定公開は、
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図 1　反転授業と課題提出のイメージ
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URLを知っている者のみが動画を見ること
ができるため、ある程度公開範囲を限定する
ことができる。市販のテキストを使用してい
るため授業を取っている学習者だけに公開す
るようにした。
　動画視聴履歴は学習者の学習の成果や成績
と関連付けることもできるため、できるだけ
記録した方がいいと思われる。また、事前に
クラスのどのくらいの割合の学習者が動画を
視聴して来たか確認できると、当日の授業運
営がしやすくなる。しかし今回は、対象が大
学院生であり自律的に学習できると仮定し、
学習者が気軽に動画を見られることを優先、
視聴履歴は取れないがログインの必要がなく学習者が日常的に見ていると思われる YouTubeを
利用した。
3．アンケートの結果と考察
3.1　アンケート方法と対象学生
　アンケートでは、反転授業経験の有無から、視聴スタイル、また授業でのピア活動などに関し
て質問した。まず、インターネットのアンケートサイトを使いアンケートを行ったが、全員が回
答したわけではなかったため、後日同内容のアンケートを印刷し、授業後に出席者に回答しても
らった。学習者は 1名を除き中国語圏出身で、年齢は 20歳前半が最も多かった。大学院に入学
するために来日した学習者や、現在の大学院に入る前に仕事をしていた学習者もおり、大学院修
了後は日本での就職や国に帰り日本と関係する企業に就職を希望している学習者がほとんどであ
る。アンケートは 17名（女性 11男性 6）が提出した。
3.2　アンケート内容と結果
3.2.1　反転授業についての質問
　アンケート内容は、動画および動画の視聴についてだけでなく、授業内の活動についても質問
した。アンケートは 5肢選択とし、選択肢は、「1．当てはまる、2．やや当てはまる、3．どち
らともいえない、4．あまり当てはまらない、5．全く当てはまらない」で、一部自由記述とした。
　アンケート結果を見ると、このグループでは反転授業での学習経験がある学習者は１人もいな
かった。また、動画の視聴に関しては、7名の学習者がほぼ毎回視聴していたが、見たり見なかっ
たりした学習者が 4名、あまり見なかった学習者が 6名で、半数以上は動画を見ずに授業を受け
ていたことが分かった。反転授業に関して、「動画を見てから授業をするスタイルは良かった」
という質問には（図 3）、「当てはまる」「やや当てはまる」と半数以上の学習者が一定の評価を
しており、特に、動画を毎回見ていた学生の評価は高かった。
図 2　動画配信画面
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　動画は 10分程度のものを１回の授業につき 2－ 3本用意したが、その長さや量の負担を感じ
るかの質問には、当てはまる 0名、やや当てはまる 2名、どちらでもない 5名、あまり当てはま
らない 3名、全く当てはまらない 6名で、毎回視聴していた学習者であっても、負担はあまり感
じてはいなかったことが伺えた。また、動画の視聴方法に関しては、アンケート前はスマートホ
ンなどモバイル端末から視聴する学生が多いと予想していたが、自宅のパソコンで見ていた学習
者が 11名で最も多かった。パソコンとスマホの両方を使っている学習者もいたが、全員大学院
生ということで日常的にパソコンを使っているためと推測される。視聴は、授業前日に見ていた
学生が 7名、授業日の朝に見ている学習者が 5名、中には授業前授業後に何回も見たという学習
者もおり、学習者により若干の違いが見られた。
3.2.2　自由記述のコメント
　自由記述からこの点を見てみると（原文のまま）、「基礎の知識を事前に勉強し、授業の効率が
上がる」、「授業の前に動画を見ることはすごく役に立つと思います。次回の授業の内容をあらか
じめ予習して、わからない点をメモしてから、質問を持って授業を受けることで勉強の効率も高
めることができます。」、「授業で先生が言うことに対して、すぐ理解できる」、「予習もちゃんと
できるし、授業全体の内容も事前に把握できる。」、そして「何回も見れる。1回目で分からない
ことを何回見れる。」というコメントがあり、次の授業で何を学習するか動画を見て準備できる
ことを評価している学習者が多かった。
　しかし、反転授業でのマイナス面としては、「動画を見てから授業を受けるのはもちろん授業
中の勉強、理解に対して役に立つと思うが、3分 5分の動画であっても、見て、メモして理解す
るまでは実にかなりの時間がかかる。」と、学習の負担をあげている学習者がいた。また、「最初
はまじめに見たが、授業にあまり役に立たないのでどんどん見なくなってしまいました。」とい
うコメントも見られ、学習者のレベルや授業とのつながりでどのような動画を配信すればいいの
か再考しなければならない点もあることがわかった。
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図 3　動画を見てから授業をするスタイルは良かったか
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3.2.3　授業でのピア活動についての質問
　反転授業では、教師の説明や導入にあたる部分を動画にし、学習者が授業前に視聴してくるこ
とにより、反転授業を行わない同内容の授業より授業で活動を行う時間が生まれる。本実践授業
では、その時間を教室内でのピア活動に活用した。「授業中同級生と作文のチェックをする活動は、
日本語学習の役に立ったと思う。」という質問に対して７割の学習者が一定の評価をしている（図
4）。評価の理由として、「色々な人が書いた内容を見たら、自分にも刺激を受ける。」、「同級生と
作文の違いを話し合える」点があげられたが、その反面、教室内での自律性のなさをマイナス評
価としてあげている学習者もいた。ピア活動など学習者主体の授業活動では、学習者の積極的な
自律性が求められるが、学習者によっては活動の場にいるものの積極的に参加しない学習者も出
てくるため、そのような学習者に活動を促すために教師がどのように活動に関与すべきか、今後
の課題となった。
3.3.3　反転授業の他科目への応用について
　１学期は反転授業だったが２学期はそうではなかったので、２つを比べ反転授業の継続に対す
る希望や、他の科目での運用などについても質問をした。その結果、２学期も反転授業が良かっ
たと答えた学習者は「当てはまる」１名、「やや当てはまる」３名の 17人中 4名だけだった。ま
た、「今回のような授業（クラスの前に動画を見る）があったら、他の科目でも受けたい。」とい
う問いに対しても、「当てはまる」１名、「やや当てはまる」3名で、このグループでは反転授業
への希望が高いとは言えない。その理由を自由記述からみると、反転授業自体への評価が低いと
いうよりは、やはり学習の負担があげられていた。ただし、反転授業の継続及び他科目への応用
に対してプラスに評価した学習者のコメントを見ると、反転授業の良さを理解した上で具体的な
科目でどのような点に良さそうかイメージができていた（表１）。
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図 4　同級生と作文のチェックをする活動は、日本語学習の役に立ったか
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表１　反転授業があったらいいと思う科目
科目 理由
読解や総合 事前の時間を減らし、授業理念や目的をもっと浸透したらいい。
総合の授業内容が多いが、どう自習すればよいかわからなかった。
ビジネス日本語会話 会話の授業ではよくロールプレイをしています。反転授業の動画があればその次
回の授業はもっとよくできる。
スキルを身に着けるだけではなくて、知識を勉強する授業であるから。
情報処理 情報処理の授業は時間がいつもぎりぎり授業中たくさんポイントを受けるのは大
変です。前もって予習のあることは、授業が楽になる。
経済ビジネス 専門知識
3.3.4　その他の自由記述からみる反転授業
　その他の自由記述から見ると、反転授業の評価や継続に対してあまり良い評価をしていない学
習者でも、反転授業では「授業が簡単になる。二回聞くので内容が印象に残る。」、「自由で何回
も見れる。専門用語とか調べてから理解できる。」、「自習が効率的にできる。」など、一定の評価
をしていた。反転授業への評価が高い学習者は、「新しい授業形式で、毎回楽しみに受けました。」、
「ディスカッションやペアチェックなど、クラスメートとお互いに意見や考えなどを言うのは楽
しいと思う。」など、これまで受けたことがない新しいスタイルの授業形態を評価しているとこ
ろが見られた。
　今回の反転授業へのマイナスコメントとしては、「見る時間がなかったから、逆に授業の先生
のペースについていけなくなってしまう。」、「1科目の動画を見るのはすでに時間がかかります。
ほかの科目もこういうスタイルになると、大変だと思います。」など、時間的負担と動画を見ら
れない場合の授業参加への不安が述べられていた。
4．考察
4.1　反転授業への評価と効果の関連についての考察
　今回の反転授業では動画の視聴履歴をとっておらずアンケートを無記名にしたため、学習効果
とそれらを合わせて分析することができない。しかし、リフレクションカードなどから学生の筆
跡がわかるため、日頃の対面授業中の学習態度とアンケートを照らし合わせ、考察を以下のよう
にまとめた（表 2）。
表 2　反転授業への評価と効果の考察
評価 効果
ａ．日本語レベルに関係なく、日本語に自信がある 低 低
ｂ．日本語レベルは高いが、日本語はまだまだと思っている 高 高
ｃ．日本語レベルが高くなく、学習意欲もあまり高くない どちらでもない 中～高
　古川・手塚（2016）では、「動画視聴に必然性を感じられない場合、学習者の動画の視聴を促
学習者から見た反転授業実践（藤本）
－ 83 －
すことができない。そのため、反転授業の１つの形態である Traditional Flipでは、学習者は講
義動画を見る必要性を感じることができず、否定的評価につながっていると考えられる。」とア
ンケート結果から述べている。古川・手塚の反転授業とこの授業では反転授業の形式は違うが、「a. 
日本語レベルに関係なく、日本語に自信がある」は上記と同様だったと思われ、自由記述に「最
初はまじめに見たが、授業にあまり役に立たないのでどんどん見なくなってしまいました。」、「授
業で動画の内容をあまり使わないと思います。」というコメントを書いていた。動画を数回見て、
「自分には簡単」と思い見なくなったと思われる。
　次に「b.日本語レベルは高いが、日本語はまだまだと思っている」グループであるが、このブ
ループはどのような授業でも真面目に取り組むため、反転授業でなくても一定の成果は出せる。
しかし、反転授業やピア活動といった新しい形式がより学習意欲を刺激し結果的に学習効果を高
めていたと推測できる。
　最後に「c.日本語レベルが高くなく、学習意欲もあまり高くない」グループは、動画を見たり
見なかったりしていたようである。きちんと視聴した場合は内容理解が促進され、それを自分で
も理解しているようであるが、もともと学習意欲があまり高くないため、毎回きちんと動画し視
聴するところまでは至らなかったようである。
4.2　動画の内容についての考察
　今回の反転授業は、復習や導入に時間を取りたくないということから反転授業を行ない、文法
の復習やライティングの基礎についての動画を用意した。しかし、動画と授業の連続した流れで
見てみると、動画を絶対に見ないと授業がわからない、授業に参加できないわけというではなかっ
たため、「毎回動画を見なくてもいい。」と判断した学習者がいたと思われる。
5．本研究の問題と今後の課題
　アンケート結果からわかるように、このグループの学習者は全員が反転授業は初めての経験
だった。そのため、反転授業に対して高評価だった学習者は新しい授業スタイルを新鮮に感じ、
反転授業への評価が高くなっていることがコメントから伺える。授業内のピア活動に関しても同
様である。すでに他の授業にも反転授業が取り入れられ場合の時間の負担を心配している学習者
もいることから、反転授業が一般化した場合、学習者の授業評価がどのように変化するのか継続
的に見ていく必要がある。
　また、今回は動画の視聴履歴を取っておらず、またアンケートも無記名だったため、客観的な
データを元に学習者からの評価を分析することができなかった。視聴履歴は教室での授業をどの
ように行うかにも関わり、また、授業改善へのヒントともなるため、今後はできるだけ取得でき
るよう CMS（Course Management System）や LMS（Learning Management System）を利
用するなど配信方法を工夫する必要がある。そのため、視聴への取り組みと課題の完成度や成績
などとの相関などを考察し、反転授業の授業効果をより客観的に調査することを今後の課題とす
る。
Global Studies　創刊号
－ 84 －
謝辞
　本実践授業は、前任者の近藤裕美子氏がデザインした授業をそのまま運用させていただいてい
ます。ここに厚くお礼申し上げます。
参考文献
小林昭文（2015）『アクティブラーニング入門（アクティブラーニングが授業と生徒を変える）』産業能率大
学出版部
重田 勝介（2013）「反転授業　ICTによる教育改革の進展」『情報管理』Vol. 56（2013）No. 10 P677-684
ジョナサン・バーグマン他（2014）『反転授業』オデッセイコミュニケーションズ
ジョナサン・バーグマン他（2015）『反転授業－生徒の主体的参加への入口』」オデッセイコミュニケーショ
ンズ
古川智樹・手塚まゆ子（2016）「日本語学習における反転授業の実践―上級学習者対象の文法教育において―」
『日本語教育 164号』P126-140 
古川智樹・手塚まゆ子 (2015)「日本語教育における反転授業の実践―文法教育における試みと課題」『第 17
回（2014年度）日本 e-Learning 学会学術講演会論文集』P25-33
